
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 5年度 事 業 報 告 書

令和 5年 4月  1日  から 令和 6年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人 全日本自動車リサイクル事業連合

1 事業の成果
今期は以下の 5項 目を焦点に活動致しました。

① 設立20周年の節目に記念式典と環境フォーラムを開催

② 会員企業様の活動状況、海外との相互情報発信

③ 新たな自動車リサイクル啓蒙絵本 (英語版)の作成

④ 海外からの研修生受け入れ体制の関係各位との連携

⑤ 「能登半島地震」への支援活動

【活動報告】

① 当法人「設立 20周年式典/環境フォーラム」を広島県開催にて開催。

今年度は当法人の設立 20周年の節目に当たり「記念式典と環境フォーラム」同時開催を

企画、国内外に向けて発信し以下のように行いました。

名 称 :設立 20周年式典/環境フォーラム
テーマ :自 動車リサイクル業界におけるサーキュラーエコノミーの実現と

カーボンニュー トラルヘの貢献

日 程 :2022年 7月 24日 〈水)～ 7月 26日 (金 )
会 場 :ANAク ラウンプラザホテル広島  (広島駅より車で 10分 )

主 催 :特定非営利活動法人 全日本自動車リサイクル事業連合 (NPO法人 JARA)
日付 内容

1日 目 7月 25日 (火 ) ファクトリーツアー、ウェルカムパーテイ~

2日 目 7月 26日 (水 ) 本会議、晩餐会

3日 目 7月 27日 (木 ) オプション企画 (観光 orゴルフ)◆希望者のみ

・ 1日 日のファクトリーッアーでは広島市内のコベルコ建機株式会社五日市工場 (広島市佐伯区

五日市港 2-2-21)建設用重機及び自動車解体機 (ニブラ)の製造工程を見学、またヤマコー

株式会社 (広島市安芸区矢野新町 1-1-3)で は自動車リサイクルの全工程、同社の取り組みを

国内外からの参加者 68名 で見学しました。

見学後のウェルカムパーティーではコロナ禍にて会う機会の減っていた面々が再開を喜び

親睦・交流を深めました。

・2日 目は前半に本会議 :各国の代表がカントリーレポー トと題 し、コロナ禍での状況や

現状を発表、会員企業からはリチウムバンテリーの発火事例をもとに危険性や保管方法等が

報告されました。後半の設立 20周年式典では設立の目的、20周年に至るまでの活動経緯を

纏めた動画を投影、なつかしさに浸るひと時もあり、また、サプライズイベント



「けん玉にチャレンジ」では抜きうちに選出された 10名 が壇上で四苦人苦する姿がとつても

真剣で見る側も思わず 「がんばれ― !」 との声援が飛びかいました。

そんな和やかさに加え、ビジネスチャンスを逃すまいと名刺交換で親睦を深めるための有効な場と

もなりました。

今回の広島での開催には「唯―の被爆国である日本、当時の惨状を見てもらい、今なお続いてい

る「ロシアとウクライナのような戦争に終止符を」との願いがありました。

原爆資料館での惨状に目を見張る人、たたずむ人を見るにつけ「平和への想い」を強めてほし

いと願わずにはいられません。

・3日 目のオプションはゴルフ組と観光組を企画。

ゴルフ :三原市 白竜湖カントリークラブ

観 光 :安芸の官島・厳島神社⇒呉市 大和ミュージアム

② 会員企業様の活動状況、海外との相互情報発信

。当法人が発足以来、会員の増強に努めてまいり現在、正会員 54社 (議決権あり)、 法人会員 1社、

異業種会員 5社、個人会員 7名 と若干ながら増になりました。組織の適正化、情報の共有を高める

ため会員企業の訪間、他県 NPO法人の活動に接するなど、また都度気になる情報等を「事務局だよ

り」をとおして紹介いたしました。(v01.11～ V。 1.13)

③ 新たに自動車リサイクル啓蒙絵本の作成

。昨年は自動車リサイクル啓蒙活動用絵本「くるまはたのしいね」の日本語版をイ
ベント用、会員・

各団体用の 2種類を発行いたしましたが、今年度は海外への共有発信用にと英語版を 5,000冊発行

しました。7月 に開催した「設立 20周年式典/環境フォーラム」で参加者に配布したほか、12月 に

開催されたエコプロ2024の 来場者 (幼稚園児、小学生、一般)に 2,058冊を配布。そのほか会員・

関連団体にも送付するなど自動車リサイクル啓蒙活動に役立てました。

最近では小学校中学年で自動車リサイクルを学ぶそうで引率の先生方からも大変喜ばれました。

子供たちが日頃、日にしている車への関心を高めるとともに使用済み自動車がリサイクルされる

工程を少しでも理解していただけたらと願っています。

④ 海外からの研修生受け入れ体制の関係各位との連携構築

・一昨年からの取り組みですが、個々に活動するのではなく関連団体が一つとなって 外国人研修

制度の構築に取り組むこととなりましたが、一社)日本自動車リサイクル部品協議会様を窓日と

していビッグウェーブ様、榊JAM様 との連携で体制、研修内容等について検討、行政からの助言

を頂きながら現在進行中です。

⑤  「能登半島地震」への支援活動
・令和 6年元旦に突如発生した「能登半島地震」では大きな被害を受け今なお復旧作業に追われて

いますが、当法人の理事会において「義援金を募り支援活動の一部に」を決定。会員の皆様や

理事の皆様から100万 円をお預かりしました。3月 21日 に「能登半島地震義援金受付口座」に

振込を済ませ、翌 22日 には石川県東京事務所に目録を届け、お見舞いの言葉をお伝えしました。
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実

日
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実
場

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数
事業名 事業内容

当 法 人 会 員
様、連携企業
会員、ユーザ
ー、海外連携
団体 7万名

年間
4月 ～3月 東京都 2名

自動車 リサイ
クルに関する

普及啓発事業

海外版 JARAニ ュ
ース (榊 JARA発
行)と して自動車リ
サイクルに関する
ニュースの配信 (メ
ール配信 )

日本全国 2,6005月 14日 東京都 4名
リサイ

クルに関する

普及啓発事業

設立 20周年記念動
画の作成及び放映

(BSll)

300東京都 4名
会員。理事。メ

ディア・事務
局関係 30名

第 19回通常総会の

開催

5月 23日
自動車リサイ
クルに関する
情報収集及び

情報提供事業

50東京都 4名

当

様

会

一

法 人 7ヽ 員

、連携企業

員、ユーザ

、200名
6月 26日

自動車 リサイ

クルに関す る

普及啓発事業

「事務局だより
vO1 11」 の発行

430
2名

当 法 人 会 員
様、連携企業
会員、ユーザ
ー、200名

7月 11日 東京都
自動車リサイ
クルに関する

普及啓発事業

自動車 リサイクル

啓蒙活動用絵本

英語版の発行

9,300
5名 国内外か らの

参カロ者  103
名

7月 25日 ～

7月 27日
広島市

設立 20周年記念/
環境フォーラムを

開催

自動車リサイ
クルに関する

情報収集及び

情報提供事業

当 法 人 会 員
様、連携企業
会員、ユーザ
ー、200名

50東京都 4名
「事務局だより
vo1 12」 の発行 10月 30日

自動車リサイ
クルに関する
普及啓発事業

200
4名

来場者対象
65,000名

12月 6日 ～

12月 8日 東京都

自動車リサイ
クルに関する

普及啓発事業

口2023に出
展。当法人及び会員
企業の活動紹介、絵

本「くるまはたのし
いね」を 2,058冊参
カロ者に配布

エ コ

関連団体・

企業 150名
10東京都 1名

一社)日 本自動車部
品協議会賀詞交歓
会」に出席

1月 22日
自動車リサイ
クルに関する

情報収集及び

情報提供事業

50宮城県 1名
仙台市社
祉協議会
も 食
50名

福

ど

堂

△
〓
ン）

自動車 リサイクル

啓蒙活動用絵本 {く
るまはたのしいね }
を寄贈

1月 25日
自動車 リサイ
クルに関する
普及啓発事業

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業



自動車 リサイ
クルに関する
普及啓発事業

「事務局だより
vo■ 13」 の発行

1月 30日 東京都 4名
当 法 人 会 員

様、連携企業

会員、ユーザ
ー、 200名

50

自動車リサイ
クルに関する
情報収集及び
情報提供事業

一社)JALヽ グルー
プ。いJARA総会懇
親会出席

3月 13日 東京都 4名
会

体

一
名

員、関連団
、企業様、ユ

ザー、200余
10

災害時支援事

業

1月 1日発生の「能
登半島地震」に義援
金を募りお届け

3月 22日 東京都 2名
「能登半島地
震」被災地、被
害者

1,000

(2) その他の事業
行いませんでした。



活 動 計 算 書

全日本自動車リサイクル事業連合 自 令和

[税込](単位 :円 )
5年 4月 1日  至 令和 6年 3月 31日

【経常収益】

【受取会費】

入会金収入

正会員会費収入

法人会員会費収入

異業種企業会費収入

個人会員会費収入

【事業収益l

使用済自動車提言事業

リサイクル教育事業

環境フォーラム事業

【その他収益 1

受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

確 常費用】

【事業費】

(人件費)

人件費計

(その他経費)

事業 支出
環境フォーラム事業支出

その他事業支出

その他経費計

事業費 言十
【管理費】

(人件費)

給料 手当
アルバイ ト給料

人件費計

(その他経費)

業務委託費

会 議 費
旅費交通費

通信費

備品消耗品費

事務用消耗品費

荷造運賃

印刷経費

接待交際費

減価償却費

議 会 費
租税 公課
支払手数料

管理 諸費
その他経費計

特定非営利活動

に係る事業

その他の事業 合計

12,000

1,944,000

18,000

50,000

14,000

4,800,000

72,500

5,438,000

116

3,000

12,000

1,944,000

18,000

50,000

14,000

4,800,000

72,500

5,438,000

116

3.000

520,529

9,310,810

2 640 000

520,529

9,310,810

2.640,Q00

12 471 339

1,

600,000

200,000

2,112,000

450,036

413,205

238,930

6,299

114,015

37,399

396,000

236,726

59,815

10,000

4,117

79,525

800 0000

117 0

4,275, 327 0

__塑 L型主 _____ユ __ユ 旦 並

__些 墜 L』 L______■
__理 L型 _____上 __塑 二LttL

600,000

_______L」こ基L旦」2_

______二 L」基匹L」」」_

2,112,000

450,036

413,205

238,930

6,299

114,015

37,399

396,000

236,726

59,815

10,000

4,117

79,525

________」」:コ:.231_

_______1」 L」と:こI:ェf!2ヱ_



活 動 計 算 書

全日本自動車リサイクル事業連合 自 令和 5年 4月 1日

[税込](単位 :円 )
至 令和 6年 3月 31日

特定非営利活動

に係る事業
___■_壁二』2L

その他の事業 合計

6 075 27

18 546 666
管理費 計
経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益l

経常外収益 計
【経常外費用】

経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

18 546

△ 6 195 050

0

吐 __△主⊇■亜L

0 0

0 0 0

0 _____ヱ全ゝ0二.19[1._Q重≦:L_

△6,195,050

221 13

__曇 堅塑聖

△6,195,050

14 221 133

__曇 墜塑塾0

0

__△■⊇LttL



貸 借 対 照 表
全日本自動車リサイクル事業連合

全事業所

[税込](単位 :円 )
令和 6年 3月 31日 現在

《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金)

現   金
普通 預金
現金・預金 計

(その他流動資産)

立 替 金
仮 払 金
その他流動資産 計
流動資産合計

【固定資産】

(有形固定資産)

什器 備品
減価償却累計額

有形固定資産 計
固定資産合計

資産の部 合計

払 金
り 金

受 金
流動負債 計
負債の部 合計

【正味財産】

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産 計
正味財産の部 合計
負債・正味財産合計

《正味財産の部》

____主望上望L

575,546

8, 026.083

8 601

81,224

8 339 713

8,420,937

1,951

59 110

61 061

流

未

預

仮

動負債

《負債の部》

119 63

15,886

109,660

450 000

14,221,133

△ 6 195 050

179,446

△ 59,815

8,4811998

119 631

L22⊆塑L

____旦 二塁生



財 産 目 録
全日本自動車リサイクル事業連合

全事業所

[税込」 (単位 :円 )

令和 6年 3月 31日 現在

《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金)

現   金
その他補助

普通 預金
三井住友銀行

三菱UFJ銀行

現金 .預金 計

(その他流動資産)

立 替 金
仮 払 金
その他流動資産 計
流動資産合計

【固定資産 1

(有形固定資産)

什器 備品
ノートPC(T-1)

減価償却累計額

ノー トPC(T-1)

有形固定資産 計
固定資産合計

資産の部 合計

81,224

(81,224)

8,339,713

(6,206,663)

(2,1塾 0型

8,420,937

1,951

59 110

61 061

8,481,998

《負債の部》

119 631

15,886

(15,886)

109,660

(660,000)

(△ 550,340)

450 000

8,601,629

【流動負債】

未 払 金
その他補助

預 り 金

募金

その他補助

仮 受 金
流動負債 計
負債の部 合計

正味財産

179,446

(179,446)

△ 59,815

_____玉 ∠ゝ[3」里[Σ

____ユ L墨上

____塁 ユ里■
____里 ユ里 L

__曇 墜 曇≧



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和5年度 年間役員名簿

R5 年 4 月 1 日 から  R6

特定非営利活動法人

年 3 月 31 日まで

全日本自動車リサイクル事業連合

役  名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 高橋 敏
R5`午 4月 1日

～R6年 3月 31日

理事 郷古 実
R5年4月 1日

～R6年 3月 31日

5年 4月 1日

～R6年 3月 31日

理事 北島 宗尚
R5年 4月 1日

～R6年 3月 31日

理事 服部 厚司
R5年 4月 1日

～R6年 3月 31日

理事 鳴下 治郎
R5年4月 1日

～R6年3月 31日

理事 千葉 菊雄
5年 4月 1日

～R6年 3月 31日

理事 近松 利浩
年 4月 1日

R6年3月 31日

理事 丸山 克哉
5`午 4月 1日

R6年 3月 31日

理事 小野田 弘士
5`竿 4月 1日

R6年3月 31日

理事 矢島 健―郎
5`午 4月 1日

R6‐年3月 31日

理事 土門 志吉
5`午 4月 1日

R6年 3月 31日



理事 齊藤 徹
5`午 4月 1日

R6年 3月 31日

理事 後藤 敦
年14月 1日

R6年3月 31日

監事 斉藤 貢
R5年4月 1日

|～ R6年 3月 31日
|

|

監事 高松 右門
5年 4月 1日

R6年3月 31日

6年 3月 31日



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 6年 3月  31日 現在

特定非営利活動法人 全日本自動草リサイクル事業連合

氏    名

会社高橋商会

取締役会長

高橋 敏

，

一

式会社三重パーツ販売

表取締役  齊藤 貢

（
０
式会社鴨下商店

代表取締役 鴨下 治郎

 4
取締役会長 北島 宗尚
会社JAM

［
Э
式会社リンクスシ

゛
ャハ
°
ン

取締役会長 千葉 菊雄

´
０ 表取締役社長

△

社大晃商事

土門 士
ロ
士
心

式会社ビッグウェーブ

表取締役 服部 厚司
７

・

学校法人日本自動車大学校

郷古 実
只

）

 
表取締役社長

矢島 健一郎

会社 JAMＯ

υ

10
式会社三重パーツ販売

表取締役 齊藤 徹




